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　TMD（Tuned Mass Damper: 同調質量ダンパー）は古
くから知られる制震技術の 1つであり，建物屋上に集中

設置するだけで良く一般居室階に影響なしで工事が可能
です。しかしながら超高層ビルの大地震対応とするには，
千トン単位の錘を安全に支持しつつ，2～ 3 mに達する錘
の動き（ストローク）を安全に制御する錘支持機構やオ
イルダンパーが課題でありました。この写真は，上記の課
題を解決して開発された錘総重量 1800 t の超大型TMD
を既存の超高層ビルに設置する工事途中の状況です。

屋上に超大型制震装置（1800 t）で 
長周期地震動の揺れを半減
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